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① 本奨学金制度（第18期）の概要について

＜特徴＞

• 2013年から実施している官民協働の留学促進事業

• 2023～2027年度を第2ステージとし、計5,000人を支援予定

• 「自ら社会に変革を起こしていくグローバルリーダー」の育成

• 学生が自ら立案した実践活動を含む留学を支援

• 充実した返済不要の奨学金支給

イノベーターコース 50人

自ら課題を設定し、解決に向けて新たな知識や技術の獲得、能力の向上
を目指す等、試行錯誤を繰り返し、独自の構想力をもって既存の枠組み
を超えた新たな価値を創造しようとする（ゼロをイチにする様な）挑戦
的な留学計画 

STEAMコース 100人

日本及び世界の社会課題解決のための技術革新や新産業創出に貢献する
STEAM（Science, Technology, Engineering, Art, Mathematics）領域
における留学計画 

ダイバーシティコース 100人
派遣留学生の専門領域における課題解決に取り組む留学計画。スポーツ、
芸術、人文学、社会科学、総合知領域等を含む多様な領域の留学計画

2026年度（第18期）募集コース
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① 本奨学金制度（第18期）の概要について

要件例

 日本国籍保有者または永住が許可されている者

 在籍大学において、卒業または学位取得目的の課程に在籍

 2026年4月1日時点の年齢が30歳以下の者

 留学開始日が2026年8月1日～2027年3月31日の間である計画

（28日間以上1年以内、渡航・帰国にかかる日数は含まない）

 過去に本制度（旧制度含む）に採用されていない者

 JASSO「第二種奨学金」に掲げる家計基準を満たすもの

※基準を超える場合であっても応募可能 など

「派遣留学生としての要件」と「留学計画にかかる要件」は、上記以外にもござい

ますので、応募の際は、トビタテ募集要項の「7. 要件」をご確認ください。 4



② 本学の応募要項（トビタテルールとの違い）

• 募集要項「７. 要件」に加え、立命館大学では以下を学内要件とします。

（1）渡航までに必ず本学指定の海外旅行保険及び危機管理安全サービスに加入すること

（2）危機管理について本学のルールを守れる方

      ・危機管理の観点から受入機関の所在地が、応募時点で外務省「海外安全ホーム

ページ」の危険情報および感染症危険情報の「レベル1：十分注意してください。」

以下に該当する地域であること。URL：http://www.anzen.mofa.go.jp/

・留学期間中に上記各々の危険情報レベルが2以上となった場合、留学を中止または

途中帰国になります。

※トビタテルールはレベル2以上の場合は「奨学金の支給休止」ですが、

本学では「留学の中止」（奨学金支給休止）となります。

（3）本学から連絡の取れる機関（大学・企業等）に所属するよう留学計画を作成すること

（4）本学が主催する「危機管理セミナー」へ必ず参加すること

（5）本学及び機構が定める手続きや報告等を遅滞なく、正しく行うこと
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② 本学の応募要項（支援対象プログラム）

１学内留学プログラム

（全学募集プログラム／学部・研究科独自プログラム／教学機関プログラム）

２ 休学を伴う私費留学、インターンシップ、ボランティア等

※応募書類「推薦状」の作成が必要

３ 長期休暇期間を利用する私費留学、インターンシップ、ボランティア等

※応募書類「推薦状」の作成が必要

注意

①語学留学のみの計画は募集対象外

②留学プログラムにすでに応募済で結果発表待ち、あるいは今後応募予定であればOK

③休学の許可は各学部・研究科の判断によるもの。必ず事前に確認を！



7

② 本学の応募要項（推薦状について）

学内の留学プログラムを利用しない留学計画で申請

→推薦状の提出が必須

作成者：指導教員等学内の教員（大学院生は原則指導教員）

作成方法：自身の留学計画・学習活動を説明し、

「留学計画が学習計画として有効な活動であること」を確認してもらってくださ
い。

※どうしてもお願いできる先生がいない場合

国際教育センターまで申請期限に2週間以上の余裕をもって相談してください！



③ 応募に関する留意点 – 家計基準審査について

日本学生支援機構（JASSO）の国内奨学金

「第二種奨学金」の家計基準内外により支給額が

異なる

応募者全員が家計基準に関する書類の提出が必要

※本学エントリーフォームから提出

必要書類：学内募集要項をご確認ください。
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③ 応募に関する留意点 – 応募スケジュール

◼ 学内エントリー手続き：12月22日（月）～1月19日（月）17:00締切

・本学応募フォーム上で応募および家計基準審査にかかる書類提出

・https://global.support.ritsumei.ac.jp/hc/ja/articles/20386014520723

◼ オンラインシステム「ガクシー」上で申請：12月22日（月）～1月30日（金）17:30締切

・申請するコースにより申請事項が異なりますので、「学生等用の応募申請の手引き」の

「各コース入力項目及び添付書類一覧（p.9）」を確認の上、申請ください。

・【学校情報】学校番号：306011、学校名：立命館大学  

◼ オンラインシステム「ガクシー」修正：修正期限 2月13日（金）

・オンラインシステムガクシーより入力した内容（1/30〆切）を国際教育センターで確認を行います。

誤字・脱字や留学計画の気になる点を確認後、修正依頼する場合があります。その場合は、

ガクシーにて差戻を行いますので、期限内に再申請を行ってください。

◼  本学からトビタテ事務局への提出：提出期限 2月27日（金）17時

・本学は、上記期限より余裕をもって申請する予定です。

※トビタテ募集要項の「17. スケジュール」についても併せてご確認ください。
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③ 応募に関する留意点 – 応募スケジュール
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③ 応募に関する留意点 – 計画変更について

◼採用後、留学計画（留学期間、受入機関、国・地域等）に変更が

生じる場合は、留学計画の変更申請の手続きを行う必要あり。

◼計画変更の内容によっては、選考委員による再審査が実施される。

＜注意＞

⚫再審査の結果、変更が承認されない場合もあります。

承認されない場合、受給済の奨学金の返納が必要な場合もあります。

⚫再審査には回数の制限があります。

応募の段階から熟慮のうえ実現可能な留学計画を作成し、申請してください。

⚫採用後にお渡しする「奨学金等受給のための手引き」を確認し、確実に手続き
を実施してください。

⚫留学の目的・テーマの変更はできません。



③ 応募に関する留意点 – お問い合わせ先

◼  家計基準・収入書類に関すること

TEL：070-3100-9447（電話のみ）

（受付時間 平日9：30～11：30、12：30～17：00 土日祝除く）

◼ 本奨学金制度に関すること

担当：国際教育センター

メール：ru-sclr@st.ritsumei.ac.jp

※土日祝および12/26～1/5は冬期休暇のため対応不可。
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本奨学金は詳細にわたって綿密な確認・手続きが
求められます。
募集要項や応募申請の手引きを注意深く読み進め
ながら応募の手続きを行ってください！
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現役トビタテ17期生による

応募のアドバイス

大学院スポーツ健康科学研究科

博士課程 村上 嘉野さん
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留学計画書作成のポイント

BKC国際教育センター

センター長 山下 美朋 教授
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Q&A
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